
オオーースストトララリリアアののククエエススタタココンンのの風風景景
（（１１６６ペペーージジにに関関連連記記事事））

通通巻巻３３７７６６号号

��星星空空ガガイイドド（（７７‐‐８８月月））

��富富士士山山測測候候所所回回顧顧録録

��天天文文のの話話題題「「ＭＭＢＢＨＨニニュューースス」」

��国国際際光光年年特特集集「「花花火火のの色色ととひひかかりり」」

��ジジュュニニアア科科学学ククララブブ「「フフシシギギなな偏偏光光板板」」

��ジジュュニニアア科科学学ククララブブ「「黒黒っってて 何何色色？？」」

��大大阪阪市市立立科科学学館館ののササイイエエンンススシショョーー、、海海外外へへ！！

		最最近近のの研研究究発発表表ななどど



学学芸芸員員のの活活動動（（江江越越学学芸芸員員））

��科科学学館館アアルルババムム（（５５月月））

��イインンフフォォメメーーシショョンン

友友のの会会

��新新・・登登録録資資料料

������������������		

��������������		

����
IISSSSNN������������������

22001155／／JJuull..
VVooll.. 3322 NNoo.. 44

77

��	
���������
������

��	
���������
������



７月１６日～８月１５日の星空

※惑星は２０１５年８月１日の位置です。

よいの星空
７月１６日２２時頃

８月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
７月１６日 ４時頃

８月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

７ １６ 木 ４：５６ １９：１１ ５：０２ １９：０２ ０.１

２１ 火 ４：５９ １９：０８ ９：３６ ２１：５８ ５.１

２６ 日 ５：０３ １９：０５ １４：０８ ０：１４ １０.１

８ １ 土 ５：０７ １９：００ １９：２７ ５：４４ １６.１

６ 木 ５：１１ １８：５６ ２２：５３ １１：２２ ２１.１

１１ 火 ５：１４ １８：５１ ２：０２ １６：１３ ２６.１

１５ 土 ５：１７ １８：４６ ５：４１ １８：５５ ０.５

星空ガイド
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７月には細い金星を見よう

夕方、西の空に「よいの明星」金星が明るく輝いています。しかし、７月下旬にはい

ると、急激に高度を下げていきます。日の入り３０分後における金星の地平線からの

高度は、７月１５日ですと１５度ありますが、７月２５日になるとわずか８度となってしま

います。そして８月１４日の内合をすぎると、金星は「明けの明星」として明け方の東

の空で見ることができます。今シーズン

で、よいの明星として見ることができる最後

のチャンスですので、今のうちに見ておい

て下さい。

この時期、天体望遠鏡で金星を見る

と、三日月の様な細い姿を見ることができ

ます。日の入りからしばらくして、金星が見え出したら、観望してみて下さい。写真は、

内合一ヶ月前の姿（左）と、１０日前の姿（右）で、２００５年１２月から２００６年１月に

かけて撮影したものです。

８月１３日、ペルセウス座流星群が極大

しぶんぎ座流星群、ふたご座流星群とならんで、たく

さんの流星が出現することで知られるペルセウス座流

星群が、極大を迎えます。今年のピークは、日本時間

で１３日の１５時と予想されており、日本では昼間に当

たっています。そのため、１２日と１３日のそれぞれ２３

時頃から翌明け方までが観望のチャンスとなります。

今年は、１４日が新月ですから、空には月明かりが

なく、観望条件は最良となっています。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

７ １６ 木 ●新月（１０時）

１８ 土 月・金星・木星がならぶ・

１９ 日 月と金星・レグルス・木星がならぶ

２０ 月 土用の入り

２１ 火 月が最遠（４０４，８３６㎞）

２３ 木 大暑（太陽黄経１２０°）

２４ 金 上弦（１３時）

２６ 日 月と土星がならぶ

３１ 金 ○満月（２０時）

月 日 曜 主な天文現象など

８ ２ 日 月が最近（３６２，１３９㎞）

７ 金 下弦（１１時）

水星と木星・レグルスがならぶ

８ 土 立秋（太陽黄経１３５°）

９ 日 月とアルデバランがならぶ

１３ 木 ペルセウス座流星群が極大（１５時）

１４ 金 ●新月（２４時）

金星が内合

嘉数 次人（主任学芸員）

星空ガイド
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富士山測候所回顧録

和歌山地方気象台 内野 洋

毎年７月１日、全国の山や海で山開きや海開きを迎えます。平成２５年６月に世

界文化遺産に登録された日本一の山「富士山」も同様に、本格的な登山シーズンを

迎えます。皆さんのなかには「今年こそ」と富士登山を計画しておられる方もいらっし

ゃるのではないでしょうか。そんな富士山の最高地点である剣ヶ峯（標高３７７６ｍ）

に、富士山特別地域気象観測所が設置され、２４時間３６５日休みなく自動で気象

観測データが通報されていることをご存知でしょうか。現在は、無人の観測所です

が、平成１６年までは「富士山測候所」として気象庁職員が年間を通して交代で常駐

し、目視による天気や気象レーダーでの雨雲の観測などを行っていました。

私は、平成１０年までの５年間に計１８回の山頂勤務を経験してきました。そこで、

当時の山頂勤務がどのようなものだったか、富士登山と山頂での生活について紹介

していきたいと思います。

冬山登下山

当時、山頂での勤務が支障なく実施できるよう、静岡県御殿場市と東京大手町の

気象庁内にそれぞれ基地事務所が設置されていました。そこから選ばれた職員５名

が、出張という形態で約３週間交代の山頂勤務に就くことになっていました。具体的

に は、登 下

山の日を含

め て、夏 場

は 概 ね１９

日間、冬場

は 概 ね２３

日間の出張

期間となっ

ていました。

何故、冬場

の勤務が長

いかとい う

と、最 も 危

険な冬山登

下山の回数

を少しでも 富士山頂から眺める日の出

今月のメイン
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減らすため、そしてお役所的ですが、土曜日や日曜日に登下山を実施しないといっ

た配慮から、このような日程が組まれていたようです。

山頂勤務に赴く交代者は、まず麓にある御殿場基地事務所に集合し、業務打ち

合わせを行います。その後、登山の拠点となる御殿場口太郎坊（標高１３００ｍ）の

避難小屋へ官用車で移動します。登山前日の夕食は、いつも決まったかのように「と

んかつ」でした。最初は「これからの山頂勤務に勝つぞ」と甲子園球児よろしく、げんを

担いだメニューになっているのだと思っていました。しかし、後に、調理担当者から、

「簡単だから」と言われてガッカリしたことを記憶しています。

交代者の冬山登山は、測候所が所有する米国タッカー社の雪上車が活躍しまし

た。朝６時には太郎坊を出発して、斜面が緩やかなうちは、真っ直ぐ上に向かって前

進直登していくのですが、傾斜が少しきつくなると後ろ向きに方向転換し、その後はバ

ック姿勢で登っていきます。なぜなら、急斜面になってから雪上車を方向転換する

と、横転して麓まで転がり落ち

てしまうからです。つまり、下り

の運転操作を優先して後進

で登っていくのです。ただ、こ

んな雪上車を持っていても山

頂までは行くことはできず、積

雪の状態にもよりますが、せ

いぜい５合目（標高２５００ｍ）

辺りが限界でした。私はいつ

も、寒い雪上車の中で、「１ｍ

でもいいから上へ登ってくれ」

と心の中で願っていました。

運転手から「今回はここまで」

と４合目付近で降ろされると、

遠くにある山頂を見て愕然と

なったこともありました。雪上

車を降りると、アイゼンとピッケ

ルを頼りに徒歩で測候所へ

向かいます。天候が良ければ

よいのですが、急変することも

多く、無線で山頂の気象状況

を聞きながらの登山です。厳

冬期は、積もった雪が強風に

よって削られ、カチンカチンに

雪上車から降り、登山の準備をする交代者

もうすぐ山頂。「馬の背」と呼ばれる急坂を登る交代者

Ｈ.ＵＣＨＩＮＯ
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固まった蒼氷（あおごおり）と呼ばれるアイスバーンで登山道が覆われます。体重の

軽い私は、アイゼンやピッケルが蒼氷に刺さらず、強風であおられて転倒し、滑落しそ

うになった経験が何度かあります。急斜面が真っ直ぐ麓まで続く富士山では、「滑落

＝死」といっても過言ではありません。よって、転倒してしまった場合は、滑り出す前に

滑落停止動作を行わなければなりません。このため、「冬山訓練」といって山頂勤務

初心者に対し、毎年３月頃に１週間の日程で、登山の専門家の指導を受けて冬山

の登山技術を身につける研修が実施されていました。この研修を２回受講しなけれ

ば冬場の山頂勤務に従事できないことになっていました。

話を戻して、冬山登山では、平均風速が概ね１６ｍ／ｓ以上、山頂の気温が氷点

下３０℃以下になると登山の中止を検討するといった目安が設けられていました。強

風の基準は身体があおられること、低温は体力の消耗といった観点から設定された

ようです。気象庁職員は冬山訓練を受けたからといって、登山については所詮素人

です。交代者５名がザイルで

繋がって登っていくこともしま

せん。空気が薄くなると、思

考力や運動能力が低下して

きます。そんななか、もし、一

人が滑落した場合、残り４名

で滑落を止められる保証はど

こにもありません。最悪、全員

が流される場合もあることか

ら、「自分の身は自分で守

れ」というのが暗黙の了解事

項でした。いずれにしても

我々は登山のプロではく、富

士山頂に職場があり、そこへ

出勤するために登っているだ

けということになります。山頂

には、午後４時頃までに到着

できるよう登山していますが、

雪上車がどこまで行けるか、

天候の急変、登山者の体力

的なことなどから、１日で登り

切れないこともあります。この

ような時、測候所が所有する

避難小屋が登山道途中の５

滑落停止動作の練習をする筆者

冬期の富士山頂吉田口

今月のメイン
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合５勺と７合８勺に設置されているので、そこへ逃げ込むことになります。私も１度だけ

７合８勺（標高３２００ｍ）の避難小屋で一夜を明かしたことがあります、それも３１歳

の誕生日にでした。

さて、交代者が登ってきた翌朝には、天候が良ければ、３週間の勤務を終える職

員は下山開始となります。下山時も滑落の危険があり、麓に到着するまで一時も気

を緩めることができません。蒼氷の上をアイゼンを履いて一歩一歩確実に時間をか

けて下っていくのです。山頂勤務初心者の頃の私は、どこまでも続く真っ白な雪の急

斜面を見てへっぴり腰になっていたのを覚えています。スキーヤーで例えると、初心

者なのにリフトで上級者向けコースへ来たものの、急斜面を見て怖気づくといった感じ

です。このように、長時間の緊張や身体の余計な部分に力が入るなどして、下山後２

～３日間は全身の筋肉痛で身動きできない時もありました。

山頂での生活

山頂での重要な仕事のひとつに飲料水の確保があります。雨の降る季節は、庁舎

の周囲に集水路が設けてあり、降った雨水を貯水槽に貯めて利用していました。雪

の季節は雪を溶かして水にしていま

した。富士山は、太平洋側に位置し

ていますので、冬場は大阪と同じく

晴天が続き、雪が少なく水の確保

が難しい時期となります。山頂で雪

がどんどん積もってくるのは、低気圧

が周期的に通過し、太平洋側でも

まとまった雨が降る春になってから

です。春といっても山頂ではまだ気

温が低いことから、雪となって積雪

が増加してきます。そして、一年で

最も積雪が多くなるのは、ゴールデ

ンウィーク頃だったと記憶していま

す。晴天時の山頂は空気が非常に

乾燥しており、氷点下２０℃前後の

外気を室内に取り込んで暖房する

と、さらに乾燥した空気となることか

ら、強制的に加湿を行うようになっ

ていました。この、加湿に利用する

ための水もバカにならない量でし

た。このため、冬場の水作りは大変 スコップを手に、水取りを終えた筆者

Ｈ.ＵＣＨＩＮＯ
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苦労していました。というのも、積もった雪を

庁舎内に設置した貯水槽に投げ入れて、電

気ヒータで溶かして水にするのですが、厳冬

期は低温低湿になることから、水分を含まな

いパウダースノーなので、コップ一杯の水を

確保するために多量の雪を溶かさなければ

ならなかったのです。全員で、「水取り」と呼

ばれるスコップで雪を貯水槽へ放り込む作

業は、空気の薄い山頂では、せいぜい１５分

から３０分くらいが限界でした。そういう訳で、

３週間勤務の間に風呂に入れたのは２回だ

けといった勤務もありましたが、山頂は空気

が非常に乾燥していますので、風呂に入らな

くても身体が臭わないのが幸いでした。

気象レーダーをはじめとした観測機器や

生活に必要な電力については、御殿場から

山の中腹までは架空線で、標高が高くなっ

たところからは、地中に埋設したケーブルで

測候所まで送電されていました。送電されて

くるとは言え、雷などでよく停電もしましたし、

雪崩で架空線が倒壊し、長期間停電したこ

ともありました。そのような事態に備えて、測

候所内には自家用発電機が２台設置されて

いました。発動機は酸素が少ない山頂で燃

焼効率を上げるため、ターボチャージャー

（過給器）付きでした。このエンジンを回すた

めに、寒冷地仕様の軽油をタンクローリー１

台分にあたる約３万リットルを備蓄し、３ヶ月

間は停電しても大丈夫なようになっていました。

食料や業務機器などの荷揚げは、基本的

には、ブルドーザーが山頂まで来ることので

きる夏場の期間に集中して運んでおきます。

前述の軽油も秋口に運ばれ、タンクを満タン

にしておきます。また、保存の利く食料品や

冷凍食品も夏の間に１年分を荷揚げしてお

きます。ちなみに主食である米は、１０月頃

山頂では沸点が約８８℃なので圧力
釜で煮炊きを行う。また、ガスはなく
調理器具は電気コンロを使用する。

新年を迎えるための餅つき。単調な
生活にならぬよう、色々なイベントを
開催した。

今月のメイン
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に新米を１年分調達してブルドーザーで運んできて貰っていました。ただし、野菜や

精肉、鮮魚といった生鮮食料品については定期的に荷揚げしており、冬の間は１０日

に一度の頻度で強力（ごうりき）と呼ばれる人達により山頂へ荷揚げして貰っていまし

た。このような物資２０㎏以上を背負子に担ぎ、山頂まで運んできてくれる強力は、

山頂勤務者の健康を守る縁の下の力持ちであり、彼らの協力なくしては、山頂勤務

は成り立たなかったと思います。また、閉ざされた環境のなかでは、食事が唯一の楽

しみでもありましたので、強力が来るのを一日千秋の思いで待っていました。

おわりに

はじめに記したように、富士山頂では気温や湿度、気圧の観測が自動で行われて

いて、インターネットでその観測データをほぼリアルアイムで見ることができる時代にな

っています。また、測候所のシンボルであった気象レーダーは、山梨県富士吉田市

にある、道の駅に併設された「富士山レーダードーム館」に移設され見学することが

できます。さらに、測候所庁舎の一部については、ＮＰＯ法人「富士山測候所を活用

する会」が借り受け、極地高所の利点を生かした実験や研究調査を行っています。

最後に、富士山測候所７３年間の歴史において、４名の殉職者を出しながらも、か

つて国民の生命と財産を守るという気象庁の使命を胸に、極限の地で命をかけて気

象観測を行っていた男達がいたことを知っていただければ幸いです。

著者紹介 内野 洋（うちの ひろし）

兵庫県出身。１９９０年気象庁入庁、小笠原諸島にある父
島気象観測所や気象観測船啓風丸などで気象観測業務
に従事、２０１３年４月から和歌山地方気象台予報官。
趣味は旅行（全国郵便局巡り、道の駅・温泉巡り）、釣りや
写真など多彩。

日本一高所での「にぎり鮨」
豪華な料理も「強力」のおかげ、調理担当者の会心作
である。

Ｈ.ＵＣＨＩＮＯ
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ＭＢＨニュース

石坂 千春（主任学芸員）

大質量ブラックホール（Ｍａｓｓｉｖｅ Ｂｌａｃｋ Ｈｏｌｅ；略してＭＢＨ）ニュースの時間で

す。今日のラインナップは・・・

１．Ｇ２が接近したけれど・・・

私たちの天の川銀河の中心ＭＢＨ

に接近したＧ２と呼ばれるガスの塊

（２０１２年６月号参照）。Ｇ２がＭＢＨ

に飲み込まれれば天の川銀河中心

が明るくなるのではないか、飲み込ま

れないまでもＧ２がブラックホールの

強い重力で引き裂かれ変形するので

はないか、と予測されていましたが、

最接近の２０１４年５月になっても、

何も起こりませんでした。

なぜ、予想に反して何も起きなかっ

たのか・・・ヨーロッパ南天文台ＥＳＯ

の超大型望遠鏡が、理由を明らかにしました。

「＋」印のところにＭＢＨがありますが、２００６年から最接近後の２０１４年秋まで、Ｇ

２の大きさは、ほとんど変わっていません。どうやら、Ｇ２は、フワフワしたものではなく、

若い恒星とそれを取り囲むガス円盤だったようです。濃く固まっていたので、巨大ブラ

ックホールによって引き裂かれなかったのです。

★原典：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｓｏ．ｏｒｇ／ｐｕｂｌｉｃ／ｎｅｗｓ／ｅｓｏ１５１２／

２．風が吹いたら・・・

ヨーロッパ宇宙機関ＥＳＡのハーシェ

ル赤外線観測衛星が、銀河中心巨大

ブラックホールから強力な風“ジェット”

が吹いて、銀河のガスを吹き飛ばしてい

る様子を観測しました。

ほとんどのＭＢＨは（天の川銀河中心

も）小食で大人しいものですが、中には

大食漢で、周りのガスをどんどん飲み込

図１．生き残ったガス塊Ｇ２［©ＥＳＯ／Ａ．Ｅｃｋａｒｔ］

図２．ＩＲＡＳ銀河Ｆ１１１１９＋３２５７から吹き出
すガス（想像図）［©ＥＳＡ／ＡＴＧ ｍｅｄｉａｌａｂ］

天文の話題
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むものもあります。

といっても、実は、全部を飲み込むわけではなく、一部をゲップ・・・ではなく、強力

な風“ジェット”として噴き出します。そして、ジェットは星の材料となる銀河の中の低温

ガスを巻き込んで吹き飛ばしてしまうことがあります。

ブラックホールはガスを飲み込むと成長していきますが、自らのジェットによって銀

河から星の材料であるガスが無くなれば、その銀河では新たな星形成ができませ

ん。一方、銀河の中のガスが無くなるということは、ＭＢＨのエサが無くなることでもあり

ますから、ＭＢＨの成長も止まります。ＭＢＨの質量と銀河の星の総質量とは、互いに

密接に関係しているのです。

★原典：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｓａ．ｉｎｔ／Ｏｕｒ_Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ／Ｓｐａｃｅ_Ｓｃｉｅｎｃｅ／Ｈｅｒｓｃｈｅｌ／

Ｂｌａｃｋ_ｈｏｌｅ_ｗｉｎｄｓ_ｐｕｌｌ_ｔｈｅ_ｐｌｕｇ_ｏｎ_ｓｔａｒ_ｆｏｒｍａｔｉｏｎ

３．クェーサーのゴースト

ハッブル宇宙望遠鏡ＨＳＴがク

ェーサーの母銀河から飛ばされた

ガスを観測しました。

クェーサーは盛んにガスを飲み

込んでいるＭＢＨだと考えられてい

ます。クェーサーの母銀河は、しば

しば銀河同士の衝突・合体を起こ

しています（これにより大量のガス

がＭＢＨに供給されます）。合体前

の銀河は接近する時、互いの重力

により大きく変形し、銀河内のガス

が帯状に引き出されることがあります。引き出された帯状のガスは高いエネルギーの

光（紫外線等）が当たると独特の色で光ります。

この写真では、クェーサーの母銀河の周りに、緑色の筋が浮かんでいます。この緑

色の筋は、銀河同士の衝突合体の際に引き出されたガスの帯に、クェーサー本体

（ＭＢＨ）からの強い紫外線が当たったために光っているのだと考えられます。

ところで、銀河中心から緑色に光っているガスの筋までは数万光年離れています

から、クェーサー本体が“今”紫外線を出しているわけではありません （実は、“今”の

クェーサーの明るさはガス帯を光らせるにはパワー不足です）。

巨大ブラックホールにガスが大量に落ちてクェーサーが明るくなってから、ガス帯

が光るまでは数万年のタイムラグがあります。ゴーストのように光るガス帯は、過去の

クェーサーの活動を示す、文字通りの“亡霊”なのです。

★原典：ｈｔｔｐ：／／ｈｕｂｂｌｅｓｉｔｅ．ｏｒｇ／ｎｅｗｓｃｅｎｔｅｒ／ａｒｃｈｉｖｅ／ｒｅｌｅａｓｅｓ／２０１５／１３／ｆｕｌｌ／

図３．ＨＳＴが撮影したクェーサーの“ゴースト”
［©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ａｎｄ Ｗ．Ｋｅｅｌ （Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ
ｏｆ Ａｌａｂａｍａ， Ｔｕｓｃａｌｏｏｓａ）］

天文の話題
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花火の色とひかり

岳川 有紀子（化学担当学芸員）

６月号で小野学芸員が紹介した「化学の光」は、ホタルの光の話題でした。今月は

同じ化学の光ですが「花火の色とひかり」について、ご紹介します。花火は情緒で楽し

むものだから、化学なんて無粋！なんておっしゃらずに、どうかお付き合いください。こ

れまでよりもっと深く深く花火を楽しめるようになりますように。

キラキラ、そして、カラフルな花火

は、現代ではいたって普通ですが、

かつて江戸時代の頃の花火は、オレ

ンジ色１色の、地味な花火でした。た

だ、当時の人たちにとっては花火自

体とても珍しいものだったので、それ

でも、感動的な光と色だっただろうな

と想像します。

花火は黒色火薬を使って作ってい

ました。黒色火薬は、硝石（硝酸カリ

ウム）、硫黄、炭粉、の３種類を混ぜ

ています。黒色火薬だけを燃やしたと

き、オレンジ色の光が出てきます。こ

れは、炭粉が燃えた（熱くなった）ときの光で、黒体放射と呼ばれる現象です。これ

は、いわゆるバーベキューのときなどに見る火の粉の色と同じです。さらに、よく観察

すると、硝酸カリウムのカリウムの炎色反応である、紫色の光が見えます。

黒色火薬に鉄の粉（鉄粉）を混ぜ

ることも古くから使われいる方法で

す。金属の鉄は、かたまりでは燃える

ことはありませんが、粉にすると表面

積が大きくなるために、燃えやすく

（酸化しやすく）なります。このとき、火

の粉よりもより明るいオレンジ色の光

が出てきます。

鉄粉を使った花火は、今でもよく

見られます。少し明るめのオレンジ色

の光が出てきたら、鉄の黒体放射だ

なーと思って見てみてください。

鉄粉を火の中にパラパラすると、こんなにキレイ
な光が！

超高速カメラで撮影した線香花火。火薬に混ざ
った炭粉が爆発ではじけて光っている。

国際光年
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さて、みなさんに問題です。左は本

物の打上花火を半分に割ったものを撮

影した写真です。この打上花火が上空

で開いたとき、どんな模様が何が見える

でしょうか？…真っ黒でわからない？？

よーく見ると、見えてきますよ。

こたえは、「ニコニコマーク」です。

この打上花火は、「型物（かたもの）」

と呼ばれる、近年よく見られるようになっ

たネコや魚の形などの絵柄が現れる打

上花火です。光や色を出す「星」（丸い

球の部分）が、ニコニコマークにならんで

いるのがわかるでしょうか？この「星」の

火薬には、色や光を出す物質が混ざっ

ているので、実際に上空で燃えた（高温

になった）ときには、物質それぞれの色や光を出しま

す。「星」以外の部分を埋めている、玉を破裂させる

割薬（籾殻に火薬をまぶしたもの）は、少し細長い形です。

ただ、「型物」は、「星」を平面的にしか並べられな

いので、見る方向（位置）によっては正しく柄が見え

ないこともあります。少しゆがんだニコニコマークなら

マシな方。真横から見ることになってしまった場合

は、一直線の光の点線にしか見えない、残念な感じ

になってしまうこともあります。

美しい色とりどりの花火ですが、中身はほんとうに

真っ黒ですね・・・。

もっとお話ししたい花火の化学は、この７月に新発売

のミニブック「花火の化学」（税込１００円）でご紹介して

います（右）。

科学館ミュージアムショップのみでの販売です。ぜひ

ご一読ください！

夏の花火イベントについては、

２４ページからのインフォメーションをご覧ください。

打上花火を真ん中で割ったもの。この打上花
火が上空で開いたときの、模様は？

ちょっとゆがんだニコニコマー
ク。実際に見たときは星が並ん
だ面をイメージしてみてくださ
い。

国際光年
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フシギな偏光板（へんこうばん）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

「偏光板（へんこうばん）」とい

うものを使うと、見えなかったも

のが見えるようになったり、見え

ていたものが見えなくなったり、

フシギなことがいっぱい。どんな

ものが見えるようになったり、見

えなくなったりするでしょうか。ま

た、どうして見えるようになった

り、見えなくなったりするのでしょ

うか。

そんなフシギな偏光板は、３Ｄのメガネにも使われることがあります。

でも、もっとみぢかなところにも偏光板は使われているので、毎日見て

いるかもしれません。いったいどんなところに使われているのでしょう。

はせがわ よしみ（主任学芸員）

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。
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■７月のクラブ■

７月２５日（土） ９：４５ ～ １１：４０ころ
◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）

９：３０～９：４５の間に来てください
◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」７月号・筆記用具
◆内 容： ９：４５～１０：３５ サイエンスショー（全員）

１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号１～７７）
１０：４０～１１：４０ てんじ場の見学（会員番号７８～１５４）

・途中からは、入れません。ちこくしないように来てください。
・展示場の見学は自由解散です

偏光板を使うと、コップが
きれいな色に見える！
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黒って 何色？

７・９月の実験教室

どんな実験なの？
てん じ

科学館の３階には、国内最大級の化学の展示場があり、その中に

「色」についてのコーナーがあります。そこには、顔料（がんりょう）と染料

（せんりょう）のちがい、顔料と筆記用具など、色についての説明パネル
ち ん れ つ

と見本の品物が陳列されています。

そこで、ジュニア科学クラブも、７，９月の実験教室で色に関する実
すい

験を取り上げることにしました。わたしたちが使っているサインペン（水
よう せい

溶性のペンの色は、どんな色（染料）を混ぜて作られているのか調べま

す。

黒は、何色で作られているのでしょう

サインペンの黒は、どのような

色の染料で作られているのでし

ょう。黒の染料だけでしょうか。
ま

それともいくつかの色を混ぜて

作られているのでしょうか。

今回は、ろ紙を使って色分け

の実験をします。色分けの方法

をクロマトグラフィーと言います。

さて、黒色は、何色と何色から

作られているのでしょうか。

みなさんが持ってくるもの

○筆記用具
じゅん び

○材料は、科学館で準備します。
ふくろ

○自分の作品を持って帰るための袋を持ってきてください。

たがわとしまさ（サイエンスガイドリーダー）
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大阪市立科学館のサイエンスショー、海外へ！
～ オーストラリア国立科学技術館（クエスタコン）編 ～

南十字星、カンガルー、コアラ、エアーズロック…。オーストラリアの魅力は、そんな

豊かな自然だけではありません。「うちゅう」をお読みになっている皆さんなら、次のご

旅行には何よりもまず、首都キャンベラの国立科学技術館「Ｑｕｅｓｔａｃｏｎ（クエスタコ

ン）」など、いかがでしょう。

大阪市立科学館でサイエンスショーをさせていただいている科学デモンストレー

ターたちは、初めての海外遠征として、今年のゴールデンウィークをほとんど全期間、

クエスタコンに入り浸って過ごし、クエスタコンが大好きになって帰国しました。充実の

クエスタコン遠征の顛末をかいつまんでご紹介します。

井の中の蛙

海外でサイエンスショーをしてみたい！そう思い立ったのは、一昨年の秋です。ロ

ンドンの科学館で見学したサイエンスショーは、大阪市立科学館のサイエンスショーと

は全く違っていました。約３０分間のショーの中で１０以上の実験をする大阪市立科

学館のサイエンスショーに慣れてしまっていた私は、ロンドンでは実験が少なく、代わり

に写真を紹介しながら話す時間が多いように感じられました。しかし、演示者は巧み

な話術で観客を大笑いさせていました。ニュートンの第一法則って、実験がなくても、

こんなに笑えるんだ！と、新鮮に感じたのを覚えています。そして、逆に、話術よりも

実験重視の大阪市立科学館のサイエンスショーは、世界でどこまで通用するんだろ

う！異文化に飛び込んでサイエンスショーをしてみたい！と思うようになりました。

クエスタコンでサイエンスショー

それを知った齋藤館長がお力を貸して

下さって、クエスタコンで大阪市立科学館

のサイエンスショー「見える・見えないのふ

しぎ」「空気パワー」「炎のアツい科学」の３

つを３回ずつさせていただくことになりまし

た。

科学の応用面よりも、「なぜ？こうしたら

どうだろう！そっか！」という、科学する楽しさを味わっていただくことを重視し、その場

でできる本物の実験を大阪らしくしつこく繰り返すという傾向がある大阪市立科学館

のサイエンスショーは、応用面を重視するクエスタコンでも確実に受け入れられまし

た。観客の様子や終演後の質問からも、クエスタコンのサイエンスショーに大阪流の

実験の順序や表現を取り入れて下さったことからもわかります。このような形で反応

クエスタコンでのサイエンスショー。

こんなことがありました
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をいただくことができたのは、海外の科学館に飛び込んで演示をさせていただけたか

らこそだと思います。

サイエンスショーを交換

また、サイエンスショーを交換するワー

クショップを開催しました。冒頭、齋藤館

長がＳｋｙｐｅ経由で「スーパー磁石」のサ

イエンスショーを披露すると、磁力線を身

振りで表す部分で、かっこいい！このアイ

デア、盗みたい！！と大絶賛。さらに、大

阪側はクエスタコンのサイエンスショー

「Ｂａｌｌｏｏｎａｔｉｃ（風船マニア）」を、クエスタ

コン側は大阪の「炎のアツい科学」をお互

いに習得し、披露し合いました。大阪から

の参加者はホテルの一室に集まって夜遅

くまで実験をし議論をしリハーサルをして、

当日に臨みました。努力に裏付けられた

自信を持って披露できたので、手応えを

感じたことと思います。クエスタコン側からは、ひとりひとりに丁寧な前向きな感想をい

ただいて、意見の仕方も勉強になりました。

豊かな収穫

今回の遠征を通して、スタイルは違っていても、観客のことを第一に考えてショー

を作っていることには変わりないことを実感できました。また、海外遠征という異例の

事態に、学芸員の皆様にはとんでもなくご面倒をお掛けしたはずですが、面倒だとは

気配も感じさせず、やってみたい！という気持ちをただあたたかく支えて下さいました

し、遠征メンバーも、大阪に残って見守ってくれた科学デモンストレーターたちも、何

事もすべて自分のことのように真剣に考えたり心配したりして下さいました。たいへん

ありがたく心強く、絶対に成功させたいと最善を尽くす気持ちの素になりました。関わ

って下さった皆さま、本当にどうもありがとうございました。これからのサイエンスショー

をますますお楽しみいただけましたらと思います。

著者紹介 吉岡亜紀子（よしおか・あきこ）

弁理士。科学館では科学デモンストレーターとして活動。クエ

スタコンの楽しい余韻に浸りながら、次はどこでサイエンスショー

をしようかと、地球儀を回す今日この頃です。

ワークショップ。風船で火星に行く？

旅の仲間にも、出会いにも、
何もかもに恵まれました。

こんなことがありました
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学芸員の研究発表

論文発表「ジェフィメンコ式とマクスウェル方程式」 斎藤吉彦（館長・学芸員）

物理教育Ｖｏｌ.６３‐１（２０１５年３月）

半世紀近く物理教育の世界を悩ませた古典電磁気学のパラドックスを解いたも

の。これまで、半直線電流が作る電磁場は、古典電磁気学の原理であるマクスウェ

ル方程式とどのように整合性を持たせるか、定説はなかった。すなわち、直線部分の

電流が作る磁場と電荷が溜まる端点の電場による変位電流との関係が理解できず

にいたのである。本論文では、電流を点電荷の集合体として扱い、全く近似すること

なく厳密な電磁場を与え、その結果、磁場も変位電流もともに端点近傍の寄与はな

く、半直線を流れる電流によるものであることを明らかにした。

共同研究「なぜ月は端まで明るく見えるのか」 石坂千春（主任学芸員）

日本天文学会２０１５春季年会ジュニアセッション（２０１５年３月）

満月が周辺減光せず端まで明るく、“盆”のように平面的に見える理由について研

究発表した当時小学校５年生の渡邊千恵さんにシミュラント（人工レゴリス）と実験場

所の提供および実験の指導をした。シラス砂やキネティックサンド®（以下、砂類）が

月の表面を覆う砂（レゴリス）と同等の反射能を持つことを実験で確かめた後、砂類

を万遍なく直径１０㎝スチロール球に貼付して月のモデルを作製し、太陽に見立てた

小型スポットライトを正面から照らして中央部と端の明るさを比較した。何も貼付しな

い球では縁が暗くなったが、砂類を貼付した球は端まで明るさが変わらなかった。

招待講演「大阪市立電気科学館のプラネタリウム」 渡部義弥（主任学芸員）

明石市立天文科学館（２０１５年３月）

日本最古のプラネタリウム館、科学館である、大阪市立電気科学館について、設

立の経緯を紹介した。まず、大大阪といわれる時代背景の紹介。電気の普及のため

という位置づけの電気科学館ともう一つの電気普及施設の存在。当初計画ではなか

ったプラネタリウムと計画の変遷。娯楽施設が文化・教育施設になった意味。そし

て、そのさいに実際の建設が始まってから、設計変更させてまでプラネタリウムならび

に科学館が設置され、日本最古、初のものとして運用されたことを紹介した。また、

運用し続ける困難さと希少さ、価値の高さについて、現存する施設が少ないことをあ

げて述べた。

ＳＴＵＤＹ

大阪市立科学館は、「科学を楽しむ文
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学芸員の活動

江越 航（天文担当学芸員）

科学館では太陽をはじめとする天文分野を担当していま
す。最近は、気象に関する普及活動にも取り組んでいます。
（自分自身を含め）「天文・気象の普及教育を通じて、合理的
思考を養う」ことが大きな目標です。
今回は、３／２１に開催した日本天文学会講演会／大阪市

立科学館スペシャルナイト「プラネタリウムと天文学の夕べ」を
通して、学芸員の活動の一端を紹介したいと思います。ただの
講演会のように見えるかもしれません。でも、そこには学芸員
ならではの、隠れたノウハウがあるのです。

Ｑ．開催のきっかけは？
Ａ．天文学者の研究発表の場として、天文学会というものがあります。２０１５年の春の天文
学会は、大阪大学で開催されました。この際に、一般向けの普及講演会が行われるのです
が、それを大阪市立科学館でやりたいという話をいただいたのがきっかけです。私たちも、プ
ロの天文学者の方に話していただけるのは大変光栄な話で、すぐにお願いしました。
見落とされがちですが、これは結構重要なポイントです。科学館で開催する話をいただけた
のは、日々、多くの市民の皆さんに利用いただいているおかげで、研究者の先生も「天文学
の普及なら科学館」と思い至ってくれたからです。そうでなければ今回の講演会は、恐らく大
学の講堂で行われていたことでしょう。

Ｑ．今回の講演会の特徴は？
Ａ．なんと言っても、プラネタリウムと融合した講演会ということでしょうか。普通の講演会は、
テレビのような四角い画面で行いますが、今回はせっかくプラネタリウムで行うのだから、それ
を生かした内容にしたいと思いました。といっても、全く関係ない映像を流すのでは意味があり
ませんから、講演会にふさわしいプラネタリウムのコンテンツを作成する必要があります。プラ
ネタリウム番組の制作は多くのノウハウがあり、一朝一夕にできるものではありません。またそ
の内容も、講演される先生方と話し合いながら考えていきます。そのため、天文学の知識に
も精通している必要があります。

Ｑ．その他にどんな苦労が？
Ａ．最初に講演会開催の話をいただいたのは、１年半も前の話で、その頃から準備を始めて
います。
講演の内容を詰めるだけでなく、チラシやポスターの作成、各方面への広報依頼、参加者の
受付システムの作成、配付資料の作成、問い合わせ対応、等々の事項を行わなければなり
ません。
また、当日は短い時間に多くのお客さんが来られますから、各職員に役割分担をして、混乱
のないように業務を実施してもらう必要があります。こうした館内の様々な調整も、学芸員の
役割です。
なんでもないように見えるかもしれません。でもこれは、科学館の総合力が発揮された講演
会なのです。

学芸員の活動

化の振興」を使命として活動しています。
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科学館アルバム

今回は５月のできごとをレポートします。国際光年の記念行事がスタートしました。

そしてオーストラリアの科学館とのコラボレーション、フィンランドの科学館からの視察、シ

ンガポールからの取材、タイの大学生の研究来館など、国際的な１ヶ月でもありました。

５月１日（金）

星雲紋鏡の展示を始めました

５月３日（日）

連休中は開館前からたくさんのお客様

歴史博物館からお借りした「星雲紋鏡（せいう

んもんきょう）」を展示しました。前漢（紀元前

２０６年～紀元後８年）の青銅鏡です。展示

場４階「古代の科学技術」にて展示中です。

ゴールデンウィーク中は、９時３０分の開館前

から、玄関前でたくさんのお客様にお待ちい

ただくことも。ご来館、ありがとうございまし

た！

５月３日（日）

分光器展～光を虹色に分ける機器～がスタート

５月５日（火）

オーストラリアの科学館と中継

ひかりねん

今年は国際光年。これを記念した企画展第

１弾が始まりました。光を虹色に分けること

は、キレイなだけでなく科学のさまざまなこと

が分析できる手法なのです。

オーストラリアの科学館クエスタコンと中継を

つないで、大阪からは齋藤館長が磁石の実

験を披露しました。オーストラリアでも大ウ

ケ！関連記事は１６ページです。

こんなことがありました
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５月某日

テレビ大阪「科学でムチャミタス」収録

５月１３日（水）

シンガポールから学天則の取材

岳川学芸員が出演して、芸人の石田靖さん

たちとプラスチックに関する実験を行ないまし

た。石田さんは頭の回転が速くておもしろ

い！放送は６/１３でした。

シンガポールの「チャンネルニュースアジア」

から取材が！シンガポールの人に会うことが

あったら、「Ｄｏ ｙｏｕ ｋｎｏｗ ＧＡＫＵ-ＴＥＮ

-ＳＯＫＵ？」と聞いてみてはいかがでしょう？

５月２２日（金）

博物館における幼児期の科学教育を考えるセミナー

５月２３日（土）

ジュニア科学クラブ

科学館などの幼児向けのプログラムを学術

的に考察するセミナーを企画・開催しました。

子供たちにとってより楽しく、そして将来の役

に立つように、大人たちはがんばっています。

５月のジュニア科学クラブは小野学芸員が

「光のヒミツ」を実験。ナトリウムランプで会員

のみなさんを照らすと…あれあれ？みんな

変な色になっちゃいましたね。

日々のできごとをツイートしています

館長がつぶやいてます

館長の散歩@科学館

@yoshi_saito

学芸員がつぶやいてます

学芸員＠大阪市立科学館

@gakugei_osm

広報担当がつぶやいてます

大阪市立科学館広報

@osaka_kagakukan

こんなことがありました
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月 日 曜 行 事

７

開催中

プラネタリウム「スターズライフ～個性あふれる星のすがた～」（～８／３０）

プラネタリウム「天の川をさぐる」（～８／３０）

サイエンスショー「赤青緑の光サイエンス」（～８／３０）

プラネタリウム ファミリータイム「おりひめ、ひこぼし、流れ星」（～８／３０の土日祝日）

花火の色とひかり展（～８/３０）

２０ 月 楽しいお天気講座「いろんな雲を観察しよう」（申込終了）

２５ 土 手作り万華鏡教室（～７/２６）/天体観望会「月と土星を見よう」（７/１５必着）

２９ 水 夏休みミニ気象台２０１５（～７/３０）

３１ 金 夏休み自由研究教室「カメラ・オブスキュラを作ろう」（７/２１必着）

８

４ 火 夏休み自由研究教室「光をピカッ！鏡を作ろう」～８/５（７/２５必着）

６ 木
花火の色とひかりスペシャル講演会（７/２３必着）

花火の色とひかりワークショップ（７/２３必着）

９ 日 ファミリー電波教室（申込終了）

１０ 月 特別開館

１８ 火 夏休み自由研究教室「虹をつくろう・しらべよう」（～８/１９）（８/８必着）

８月３０日までの 科学館行事予定

サイエンスショー｢赤青緑の光サイエンス｣開演時刻

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００

土日祝日７/２２～８/３０ － ○ ○ ○ ○

平 日 予約団体専用 予約団体専用 予約団体専用 ○ －

所要時間：約３０分、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー

科学館の研修を修了した科学デモンストレーターが、ボランティアで実験ショー

を行なっています。テーマと日時はホームページでご確認ください。

プラネタリウムホール開演時刻

土日祝日
８/１０～８/１４

１０：１０ １１：１０ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

スターズライフ ファミリー ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ 天の川 スターズライフ 天の川 スターズライフ

平 日
１０：００ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

スターズライフ
※

天の川
※

スターズライフ 天の川 スターズライフ 天の川 スターズライフ

所要時間：各約４５分、途中入場不可、各回先着３００席

● スターズライフ：「スターズライフ～個性あふれる星のすがた～」
● 天の川：「天の川をさぐる」
● ＨＡＹＡＢＵＳＡ２：全天周映像「ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ ‐ＲＥＴＵＲＮ ＴＯ ＴＨＥ ＵＮＩＶＥＲＳＥ‐」（約４０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
※ ７/１４～１７は９ : ５０より学習投影(予約団体専用)、１１ : ００より「スターズライフ」を投影します
★ ８/３０までの毎日曜日と７/２０、８/１０～１６、は１７ : ００より｢天の川をさぐる｣、

７/１９からの日曜日と８/１３～１６は１８ : ００より｢スターズライフ｣を追加投影します

インフォメーション
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国際光年協賛企画展 花火の色とひかり展

美しい色とひかりが魅力的な花火。花火の色とひかりを演出している化学を、火薬の成分や

打上花火などの実物資料でご紹介します。 ■協力：葛城煙火株式会社

■日時：開催中～８月３０日（日）９：３０～１７：００ ■場所：アトリウム ■観覧料：無料

花火の色とひかりスペシャル講演会

花火の美しい色や光はどうやって出すの？花火はどうやって作るの？など花火の化学や技

術を、科学館の化学担当学芸員と花火師が楽しく詳しくご紹介します。これまでよりもっと花

火を楽しめるようになるはず！ ■協力：葛城煙火株式会社

■日時：８月６日（木）１０：３０～１２：００ ■場所：研修室 ■対象：小学４年生～一般

■定員：７０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：無料 ■申込締切：７月２３日（木）必着

■申込方法：往復はがきに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号・一緒に参加希望の方の

氏名・年齢（学年）を記入して、科学館「花火の講演会」係へ

花火の色とひかりワークショップ

花火がよく燃えるひみつ、色や光が出るひみつなど、花火の化学を実験しましょう。午前中に

開催する「花火の色とひかりスペシャル講演会」への参加が必要です（ワークショップ当選者

には講演会の参加券が付きます）。 ■協力：葛城煙火株式会社

■日時：８月６日（木）１４：００～１６：００ ■場所：工作室 ■対象：小学４年生～一般

■定員：３０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：１０００円 ■申込締切：７月２３日（木）必着

■申込方法：往復はがきに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号・一緒に参加希望の方の

氏名・年齢（学年）を記入して、科学館「花火のワークショップ」係へ

ワークショップに落選された方の往復ハガキは、スペシャル講演会の応募ハガキとして再度抽選いたします

インフォメーション
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夏休み自由研究教室「カメラ・オブスキュラを作ろう」 会員優先枠あり

私たちに身近なカメラにはレンズが使われています。ではレンズはどのような働きをしているので

しょうか。虫めがねを使って景色を映し出す装置「カメラ・オブスキュラ」を作って、調べましょう。

■日時：７月３１日（金）１４：００～１５：３０ ■場所：工作室 ■対象：小学５年生～中学３年生

■定員：３０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：１,０００円 ■申込締切：７月２１日（火）必着

■申込方法：往復はがきに参加希望本人の住所・氏名・年齢（学年）・電話番号と一緒に参加

する人の氏名・年齢（学年）を記入して、科学館「カメラ・オブスキュラ」係へ

夏休み自由研究教室「光をピカッ！鏡を作ろう」 会員優先枠あり

みなさんが毎日使う鏡は、光を反射してものを映しています。その反射面には、銀が使われ

ています。銀が溶けた薬品を使った鏡づくりです。

■日時：８月４日（火），５日（水）１４：００～１５：３０ ■場所：工作室 ■対象：小学５年生～中学３年生

■定員：各日３０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：１,０００円 ■申込締切：７月２５日（土）必着

■申込方法：往復はがきに希望日・参加希望本人の住所・氏名・年齢（学年）・電話番号と一緒

に参加する人の氏名・年齢（学年）を記入して、科学館「鏡を作ろう」係へ

夏休み自由研究教室「虹をつくろう・しらべよう」 会員優先枠あり

虹は、太陽の光が雨のつぶにあたって見えます。でも太陽の光は虹のようにカラフルではありませんね。じつは、

太陽の光には虹の色が全部入っているのです。そこで、いろいろな方法で光を虹色に分けて調べてみましょう。

■日時：８月１８日（火），１９日（水）１４：００～１５：３０ ■場所：工作室 ■対象：小学４年生～中学３年生

■定員：各日３０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：１,０００円 ■申込締切：８月８日（土）必着

■申込方法：往復はがきに希望日・参加希望本人の住所・氏名・年齢（学年）・電話番号と一緒

に参加する人の氏名・年齢（学年）を記入して、科学館「虹をつくろう」係へ

友の会会員家族＆ジュニア科学クラブ会員対象 夏休み自由研究教室会員優先枠
●各教室：先着５名 ●ひとり１教室のみ ●会員と同居のご家族のみ対象（お友達・親せき等は不可）

●７月１７日（金）１０時以降に、友の会事務局（０６-６４４４-５１８４）へお電話でお申し込みください

インフォメーション
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公益財団法人大阪科学振興協会 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｋａｇａｋｕ‐ｓｈｉｎｋｏ.ｏｒｇ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６（９：００～１７：３０）

大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）、このほか臨時休館

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場入場は１６：３０まで）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

スピカ望遠鏡工作教室

望遠鏡工作キット「スピカ」を作って、実際に自分で作った望遠鏡で土星を観察しましょう。

■日時：８月１日（土）１５：００～２０：３０（工作は１６：３０頃まで、それ以降の望遠鏡の使い方講習は自由参加）

■場所：研修室（工作）、南側広場（講習） ■参加費：３５００円 ■申込締切：７月２３日（木）必着

■対象：小学生以上（小学１～４年生は大人と一緒に参加してください）

■参加方法：往復はがきに氏名・年齢（学年）・住所・電話番号・一緒に参加される方の氏名と年

齢を記入して、科学館「望遠鏡工作教室」係まで ■定員：３０名（応募多数の場合は抽選）

■備考：グループで参加の方で望遠鏡を２台以上希望される方は、申し込みハガキに望遠鏡の必要数をお書

きください。参加費は望遠鏡の台数分で頂きます。望遠鏡には三脚が必要です。一般的なカメラ三脚が使え

ますので、お持ちの方は当日ご持参ください。当日購入（１台１５００円）を希望される方は、申し込みハガキ

に三脚の必要数もお書きください。当日の天候によっては、使い方講習は早めに終了する場合があります。

申し込みの往復ハガキは、１イベントにつき１通のみ有効です。

夏休みミニ気象台２０１５

お天気のことならおまかせ！ 気象台が科学館にやってきます。気象や地震についての実験

コーナーや、雨や風、地震の揺れなどを計る機械の展示、急に降る大雨の話、いろんな工

作コーナーなど、もりだくさんです。（主催：大阪市立科学館・大阪管区気象台）

■日時：７月２９日（水）１１：００～１６：３０、７月３０日（木）９：３０～１５：００

■場所：研修室 ■参加費：無料 ■参加方法：当日、直接会場にお越し下さい。

インフォメーション
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友の会 行事予定

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

７

１１ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１２ 日
１４：００～１５：３０ 化学 工作室

１６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

１８ 土

１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

１９：３０～２１：００ 友の会天体観望会 ６月号参照

１９ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２６ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 研修室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

８

８ 土

１１：００～１６：３０ りろん物理 会議室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１８：３０集合 星見 ６月号参照

１５ 土
１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

１６ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２３ 日 １０：００～１２：００ 天文学習 工作室

開催日・時間は変更されることがあります。最新情報は友の会ホームページでご確認ください。
８月の化学サークル、光のふしぎサークル、科学実験サークルはお休みです。

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

７月の例会のご案内

■日時：７月１８日（土）１４：００～１６：００ ■会場：研修室
■今月のお話：「ハッブル宇宙望遠鏡２５周年」西野学芸員
ハッブル宇宙望遠鏡は、１９９０年４月２４日に打ち上げられた宇宙に浮かぶ望遠鏡です。当
初は１５年の運用を予定していましたが、数度の修理や機器の交換を経て、今年２５周年を
迎えました。今も活躍を続けるハッブル宇宙望遠鏡がとらえた、美しく鮮明な宇宙のすがたを
一挙にご紹介します。

友の会会員専用天体観望会 ７月１８日（土）

星見サークル ８月８日（土）～９日（日）

「うちゅう」６月号の記事をご覧ください。

友の会
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６月の友の会の例会は、２０日に開催い
たしました。メインのお話しは、岳川学芸員
の「化学の古話（こばなし）」というタイトル
で、日本で初めて花火を見た人は誰か？と
いう話題から、花火についてのお話しがあり
ました。
休憩をはさんで、大倉学芸員から「X線と

結晶」、会員の土生さんより系外惑星の命
名について、友の会からの提案内容につい
て報告があり、会務報告の後、会員の渡辺
さんより、アメリカの探査機「ニューホライゾ
ンズ」が接近中の冥王星を撮影した話題の
紹介がありました。参加者は４７名でした。

今年度の友の会合宿観測会は、１０月１０日（土）～１２日（月・祝）の２泊３日の日程で、
昨年、一昨年と同じ、本州最南端、潮岬で開催します。都会を遠く離れた場所で、美しい星
空を見ることができます。秋の星座から冬の星座を
たっぷり観察しましょう。ジュニア科学クラブの会員さ
んや、ご家族の方も歓迎です。みんなでワイワイ、楽
しい合宿にしましょう。ピザづくりや、バーベキューも
計画しています。多くの方のご参加をお待ちいたしま
す。
■日程：１０月１０日（土）～１０月１２日（月・祝）
■定員：５０名
■集合：１０月１０日９：３０科学館（予定）
■解散：１０月１２日１７：００科学館（予定）
■対象：友の会の会員とそのご家族、ジュニア科学クラブの会員とそのご家族
■合宿先：和歌山県立潮岬青少年の家（和歌山県串本町） ｈｔｔｐ：／／ｏｍｏｓｈｉｒｏ‐ｙｈ.ｃｏｍ／
■料金：大人１万９千円程度、小学生１万３千円程度。（バス利用の場合。人数によって多少変

動があります。）料金には往復のバス代、宿泊費、食事７回（１０日昼夕、１１日朝昼夕、１２日
朝昼）の費用が含まれています。貸切バス以外の交通手段をご希望の方は、ご相談ください。

■申込方法：友の会事務局までお電話で。
■申込締切：９月１６日（水） ただし、定員に達した場合には早く締め切る場合があります。
■備考：宿泊は男女別の相部屋となります。

友の会例会報告

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

友の会合宿天体観測会のご案内

昨年の合宿の帰路、白浜三段壁にて

友の会
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新・登録資料をご紹介します

明治になってガラス鏡が普及するまで、鏡はずっ
と金属鏡でした。鋳込まれた（たいていは青銅）の
金属板の表側を平らに磨きますが、裏側は凹凸
で模様をつけることがあります。金属鏡は曇りやす
いのでその度に何度も磨き直されますが、薄くな
ると裏側の凹凸が影響して、暗い所に光を反射さ
せると裏の模様の像が浮かび上がることがありま
す。これが魔鏡現象で、この現象を利用して江戸
時代の隠れキリシタンはキリストやマリア像を隠し
たと言われています。 大倉宏（物理担当学芸員）

右の２つは昔なつかしい黒電話ですが、右奥の
３号自動式卓上電話機が使われ始めたのは
１９３３年。それに対し、左奥の４１号Ｍ電話機は
クランクを回して交換手を呼び出すというものです
が、手動交換機の晩期、１９５８年から使われた
機種です。また、左手前は２０２形自動車電話機
（１９８８年）。１９９４年に自動車電話・携帯電話
が買い取り制に移行した時に新機種に切り替えた
人が多く、自動車電話機はあまり多く残っていま
せん。 長谷川能三（主任学芸員）

鉛レンガは、放射線の中でもγ線やＸ線を遮蔽
するために使われます。大きさは普通のレンガと
ほぼ同じですが、普通のレンガが２.５ｋｇ程度なの
に対し、この鉛レンガは１２ｋｇもあります。γ線や
Ｘ線は電子が多いものに遮蔽されやすく、密度が
１１.３４ｇ／ｃｍ３（水の１１.３４倍）と高い鉛は、体積
あたりの電子も多いのです。さらに密度の高い金
やタングステンの方が遮蔽効果はもっと高いので
すが、高価であるために、鉛が使われます。

長谷川能三（主任学芸員）

魔鏡
購入：山本合金製作所

いろいろな電話機
寄贈：中野榮氏

鉛レンガ
寄贈：中野榮氏
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大阪市立科学館では、化学・物理・天文学・科学技術に関連した資料を収集しています
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